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〔事業根拠法令等：                     〕

(1) 事業目的

(2) 事業内容

(3) 整備目標等

投資事業費

Ｃ Ｄ

(1) 事業の進捗状況

 ア 整備効果の発現状況

 イ 未着工及び工事遅延等の理由並びに解決の見通し
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(2) 事業計画の変更の有無及び内容
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〔百万円〕

大規模公共事業　再評価調書
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(1) 事業に関する社会経済情勢

 ア 全国の状況

　

 イ 本県内の状況

 ウ 施工地域における状況
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(2) 事業に関する評価指標の推移
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 〇 費用便益分析

（単位：百万円）

　 　

総　費　用 (C)

　 　

総　便　益 (B) 　

費 用 便 益 比 (B/C)

※費用便益分析において地域特性等考慮すべき特記事項

　

 〇 関連する開発プロジェクト等の状況

ａ . ｂ . ｃ

 ア 動植物、地形・地質、歴史文化、景観等の状況及び岩手県自然環境保全指針による保全区分

・岩手県自然環境保全指針による保全区分

・希少野生動植物生息の有無

・埋蔵文化財包蔵地の有無 　

　 ・その他特記事項 　 　

 イ 環境配慮事項及び環境等への配慮に要する事業費

・振興局公共事業等に係る希少野生動植物調査検討委員会への付議状況
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　費用便益分析手法:　

(3)　自然環境等の状況及び環境配慮事項

中項目評価

再評価時

（基準年：　　　　　）

①主な助言内容

②対応状況

≪その他の環境配慮に要する事業費等≫



(1) コスト縮減対策の実施状況及び今後の可能性

　

(2) 代替案立案の可能性

(1) 総合評価

評点 B/C

〇総合評価に係るコメント

　

(2) 要検討、中止の場合の対応

※評価対象事業の位置図、計画平面図、標準横断図等を添付のこと。
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①代替案として考えられる他の事業手法・工法の比較検討結果
　
②今後における代替案立案の可能性



様式５

１　現在までの事業の経緯等

２　事業を取り巻く社会経済情勢等の変化の具体的説明

３　住民意見の状況とこれに対する対応

４　費用便益分析の詳細（算定方法、算出根拠等）

５　環境対策の具体的内容

６　代替案（見直し案）の検討内容

※評価対象事業の位置図、計画平面図、標準横断図等を添付のこと。

路線名等 　 　

事業名 補助・単独 担当部課名

地区名 市町村

大規模公共事業　再評価調書　（付表）
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